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じ
た
差
金
な
ど
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
経
常
収
支
比
率

な
ど
財
政
指
標
は
前
年
度
と
比

較
し
て
改
善
さ
れ
た
が
、
市
税

や
国
か
ら
の
交
付
金
・
補
助
金

な
ど
は
減
少
し
、
基
金
の
取
り

崩
し
に
よ
り
財
源
を
確
保
す
る

な
ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、

コ
ス
ト
削
減
に
努
め
た
。

北
関
東
自
動
車
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
位
置

付
け
の
、
中
通
り
大
橋
線
整
備

状
況
は
、
左
岸
側
で
は
電
線
類

の
地
中
化
工
事
に
着
手
し
、
右

岸
側
で
は
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
に
着
手
し
た
。
ま
た
、
橋

梁
部
に
つ
い
て
は
、
詳
細
設
計

を
行
い
、
着
工
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

平
成
十
五
年
度
ご
み

排
出
量
は
、
六
万
三
千
二
百
八

十
一
ト
ン
で
あ
り
、
前
年
度
比

で
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し

た
。
祝
日
の
可
燃
ご
み
収
集
は
、

収
集
日
に
あ
た
る
祝
日
振
替
休

日
の
月
曜
日
七
回
と
火
曜
日
三

回
実
施
し
、
大
変
好
評
だ
っ
た
。

ま
た
、
資
源
の
持
ち
去
り
の
防

止
策
と
し
て
、
新
聞
紙
、
ア
ル

ミ
缶
の
公
民
館
回
収
を
実
施
し
、

成
果
を
上
げ
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、

桐
生
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る

子
供
の
育
成
に
重
点
を
置
き
、

幼
稚
園
や
学
校
、
公
民
館
な
ど

で
「
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
」
や

「
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
」四
百
七

十
事
業
を
展
開
し
、
前
年
度
比

で
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

冊
子
に
ま
と
め
、
学
校
や
公
民

館
に
配
付
し
た
。

中
通
り
大
橋
線
の

整
備
状
況
は

ご
み
収
集
の
現
況
は

桐
生
を
好
き
な
子
供
を

育
て
る
事
業
は

答
弁

答
弁

答
弁

平
成
十
五
年
度
決
算

の
実
質
収
支
額
は
、
約
八
億
七

千
万
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
予
算

執
行
に
あ
た
り
、
経
費
節
減
に

努
め
た
こ
と
や
契
約
な
ど
で
生

　平成15年度桐生市歳入歳出決 
算及び桐生市水道事業会計決算 
を、それぞれ賛成多数で認定し 
ました。 
　同決算の認定にあたっては、 
監査委員による監査報告の後、 
各会派の代表（ 5 人）が総括質 
疑を行うとともに、決算特別委 
員会（委員13人で構成）を設置 
し、2 日間にわたり、慎重に審 
査を行いました。 
　総括質疑における、主な質疑 
に対する市当局の答弁は次のと 
おりです。 

平
成
十
五
年
度
の

財
政
状
況
は

答
弁

　長引く不況下、市税や地方 
交付税の減少などにより前年 
度予算を下回る厳しい財政状 
況の中、行財政改革を推進し、 
歳出の抑制、徹底した事業の 
見直しによる経費の節減、合 
理化を進めていることは、大 
いに期待できる。 
　また、行政需要が増大して 
いく中、緊急性、必要性を考 
慮して、振替休日のごみ収集 
事業、特別養護老人ホーム建 
設補助事業、北関東産学官連 
携支援事業、中通り大橋線事 
業など、それぞれの施策が市 
民サイドに立った執行であり 
評価できる。よって賛成であ 
る。 

　市民要望を受け、老人ホー 
ム建設や市民体育館の改修な 
ど大きな事業を進め、また、 
おりひめバス運行拡大や保育 
園冷房設備設置などの実施に 
ついては評価できる。 
　しかし、国の福祉教育をは 
じめ、生活関連予算の削減、 
自治体への予算削減などの問 
題に対して、国に改善を求め 
る姿勢が不十分である。また、 
迷走する合併、競艇廃止と契 
約問題、不祥事事件、百条委 
員会設置などの問題が監査委 
員報告の中に触れられておら 
ず、議会内の意見を聞かない 
姿勢など多くの問題があり、 
賛成できない。 


